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　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平素は本製品に格別なるご愛願を賜り，厚く御礼申し上げます。

弊社にて表題製品の定期保守点検の際に，稀なケースですが，

添付写真の通り埃が電源部に堆積している事例を確認しました。

　埃が電源部に堆積することで火災につながる恐れがあります。

　お客様に，『より衛生的にかつ安全にご利用頂けますよう』 

清掃時の注意点と本体内部の清掃手順をご案内差し上げます。

　清掃は月に1回は行っていただきますようお願い申し上げます。

敬具

【清掃時の注意点】

１．清掃時は必ずコンセントからケーブルを抜いてください。

２．必ず手袋と長袖を着用してください。

      ※製品内部は骨材などに鋭利な部分もあり，

　　　　 切創の恐れがあります。

３．紫外線殺菌灯に清掃道具を当てないでください。

　　　※モップの取っ手など固いモノが当たると割れる恐れがあります。

４．製品同梱のクリーナーは外装に使用してください。

      ※クリーナーで拭き取り後は水で拭き取ってください。
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スリッパ殺菌ディスペンサー清掃のお願い

電源部

黄枠（骨材）の裏に

紫外線殺菌灯が付いています。

正面扉から見る

紫外線殺菌灯

背面パネルから見る

本体外装の清掃

きれいなタオル等で拭いてください。



清掃手順　

１．清掃前に行うこと

      ①スリッパを全て手か「スリッパとりだし」ボタンで排出する。      ①スリッパを全て手か「スリッパとりだし」ボタンで排出する。

（写真1）

      ②空になった状態で電源を入れて「スリッパとりだし」ボタンを押し，      ②空になった状態で電源を入れて「スリッパとりだし」ボタンを押し，

     　  3秒後に電源を切る。     　  3秒後に電源を切る。 （写真2,3）

　　　③正面扉を開け，プッシュプレートが手が届きやすい手前の位置に　　　③正面扉を開け，プッシュプレートが手が届きやすい手前の位置に

　　　   いることを確認する。　　　   いることを確認する。 （写真4）

　　　   ※NGの場合は，再度電源投入後②③を繰り返す。　　　   ※NGの場合は，再度電源投入後②③を繰り返す。

　　　④コンセントからケーブルを抜く。　　　④電源を切り，コンセントからケーブルを抜く。

２．ぬるま湯（40℃以下）で濡らした雑巾などで上から下に向けて

　　　レールを拭く。 （写真5）

３．ぬるま湯で濡らした雑巾などで奥から手前に向かってスライダを拭く。

            （写真6）

４．プッシュプレートを指で数回弾き，埃を飛ばす。 （写真7）

　　　※動きが悪くなると，スリッパ詰まりの原因になります。　　　※動きが悪くなると，スリッパ詰まりの原因になります。

５．清掃後に行うこと

      ①コンセントにケーブルを差し，電源を入れる。      ①コンセントにケーブルを差し，電源を入れる。

　　　※電源投入後，3秒程度でプッシュプレートが元の位置に戻ります。　　　※電源投入後，自動でプッシュプレートが元の位置に戻ります。

      ②正面扉を開け，プッシュプレートが元の位置に戻ったことを確認する。      ②正面扉を開け，プッシュプレートが元の位置に戻ったことを

         確認する。 （写真8）

      ③スリッパを投入する。      ③スリッパを投入する。

　　　　 ※スリッパの正しい投入方法は弊社HPアドレスの「スリッパ殺菌　　　　 ※スリッパの正しい投入方法は弊社HPアドレスの院内感染

　　　　　  ディスペンサーご使用時のお願い」を参照願います。　　　　　  ソリューションの最新情報内の「スリッパ殺菌ディスペンサー

　　            https://iat.i9.bcart.jp/uploads/pdfjs/web/20220725_SSDX_　　        ご使用時のお願い」を参照願います。

　　　　https://iat.i9.bcart.jp/page/top

      ④正面扉を開け，スリッパが下まで正しく入っていることを確認する。      ④正面扉を開け，スリッパが下まで正しく入っていることを確認する。

６．完了
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